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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ケーシングを備える印刷装置において、該ケーシングは、
　第一の部分であって、プリントヘッド、印刷領域に配置されたプラテンを備える第一の
印刷機構と、プレカットしたラベルストックのロールを印刷領域を通過する位置に保持す
るホルダとを収容する前記第一の部分と、
　第二の部分であって、プリントヘッド、印刷領域に配置されたプラテンを備える第二の
印刷機構と、印刷領域を通過する位置にて像受け入れテープの供給体を収容するカセット
を受け入れる手段とを収容する前記第二の部分とを備え、
　第一の部分は第二の部分の上方に配置され、前記プレカットしたラベルストックの前記
ロールを保持する前記ホルダおよび前記カセットは、使用時において、プレカットしたラ
ベルストックの前記ロールの回転軸が、前記像受け入れテープの供給体の回転軸に対して
実質的に垂直になるように構成される、印刷装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の印刷装置において、前記第二の部分は前記第一の部分に対して移動可
能である、印刷装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の印刷装置において、第一の部分は固定され、第二の部分は可動である
、印刷装置。
【請求項４】
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　請求項１又は２に記載の印刷装置において、ケーシングは、上方部分と、下方部分とを
備え、該下方部分は、上方部分を支持するフレームを備え、該フレーム及び前記上方部分
は、前記第一の部分を構成し、下方部分は、また、前記第二の部分を提供する、印刷装置
。
【請求項５】
　請求項２に従属する請求項４に記載の印刷装置において、フレームは、可動の部分がそ
の内部に摺動可能に取り付けられる開口部を画成する、印刷装置。
【請求項６】
　請求項５に記載の印刷装置において、可動部分は、トレーを備える、印刷装置。
【請求項７】
　請求項２に記載の印刷装置において、可動部分の動きを制御し得るよう接続されたモー
タを備える、印刷装置。
【請求項８】
　請求項２に記載の印刷装置において、可動部分は、印刷装置におけるアクチュエータボ
タンの制御の下、可動である、印刷装置。
【請求項９】
　請求項１乃至８のいずれか一項に記載の印刷装置において、第二の印刷機構の受け入れ
手段は、像受け入れテープを収容するカセットを受け入れるカセット受け入れベイを備え
る、印刷装置。
【請求項１０】
　請求項１乃至９のいずれか一項に記載の印刷装置において、第一の部分は、開放可能な
蓋を有する、印刷装置。
【請求項１１】
　請求項１乃至１０のいずれか一項に記載の印刷装置において、第二の部分は、第二の印
刷機構により印刷されたテープの部分を切り離す裁断機構を有する、印刷装置。
【請求項１２】
　請求項２に記載の印刷装置において、可動部分の開放状態を感知する第一の制限スイッ
チを備える、印刷装置。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の印刷装置において、可動部分の閉塞状態を感知する第二の制限スイ
ッチを備える、印刷装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ハイブリッドプリンタ、すなわち、２以上の印刷機構が内部に取り付けられ
たプリンタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　２以上の印刷機構を有するハイブリッドプリンタは、既知である。１つの型式のハイブ
リッドプリンタは、非インパクト型熱印刷機構と、インパクト型ワイヤードット機構とを
有し、ホストコンピュータのようなホスト装置から伝達されたデータに基づいて双方の印
刷機構を制御する制御回路を備えている。この型式のハイブリッドプリンタにおいて、例
えば、顧客用レシートは、感熱紙に印刷される一方、小切手及び領収書のようなスリップ
フォームは、ワイヤードット印刷機構を使用して印刷される。
【０００３】
　欧州特許明細書ＥＰ－Ａ－８３４８２８号は、この型式のハイブリッドプリンタに関す
るものであり、この場合、印刷機構の各々は、ホストコンピュータから選択的に制御する
ことができ、また、エラーの処理は、選んだ印刷機構に従って行われる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００４】
　ハイブリッド印刷機構に伴う１つの課題は、かかる装置を小型に形成し、しかも、印刷
機構、また、出力した印刷ラベルの品質が損なわれないようにすることが必要な点である
。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の１つの形態に従い、第一の部分であって、プリントヘッド、印刷領域内に配置
されたプラテンを備える第一の印刷機構と、印刷領域を通過し得るような位置にプレカッ
トしたラベルストックを保持するホルダとを収容する上記第一の部分と、第二の部分であ
って、プリントヘッド、印刷領域内に配置されたプラテンを備える第二の印刷機構と、印
刷領域を通過するよう所要位置にて像受け取りテープを収容するカセットを受け入れる手
段とを収容する上記第二の部分とを備えるケーシングを備える印刷装置が提供される。
【０００６】
　上述した実施の形態において、第一の部分は、固定され、第二の部分は可動である。し
かし、第一の部分と第二の部分とは、共に、一方が他方に対して可動であるようにするこ
とも可能であることは容易に理解されよう。
【０００７】
　上述した実施の形態において、ケーシングは、上方部分と、下方部分とを備え、下方部
分は、上方部分を支持するフレームを備え、該フレーム及び上記第一の部分は、上記固定
部分を構成し、下方部分は、上記可動部分も提供する。
【０００８】
　該フレームは、可動部分がその内部に摺動可能に取り付けられる開口部を画成すること
が好ましく、また、可動部分は、トレー又は引出しを備えることができる。
　好ましくは、該トレーは、その動きを制御し得るよう接続されたモータによって自動的
に制御可能であるようにする。該トレーは、印刷装置におけるアクチュエータボタンを使
用して制御することができる。
【０００９】
　第一の機構の受け入れ手段は、例えば、ダイカットラベルに対して既知のラベル／ライ
タープリンタ製品の要領にて印刷を行うため、プレカットしたラベルストックのロールを
保持するホルダを備えることができる。
【００１０】
　第二の印刷機構の受け入れ手段は、像受け入れテープを収容するカセットを受け入れる
ベイと、ダイモ社（Ｄｙｍｏ）が製造するラベルマネージャ（ＬａｂｅｌＭａｎａｇｅｒ
）４００のような既知のテーププリンタの要領にて印刷を行うインクリボンとを選択的に
備えることができる。
【００１１】
　像受け入れ媒体の供給体を受け入れるため、逆送り込みアクチュエータを設けることが
できる。
　固定部分は、開放可能な蓋を有することができる。
【００１２】
　可動部分は、第二の印刷機構によって印刷されたテープの一部分を切断する切断機構を
有することができる。
　印刷装置は、例えば、可動部分のそれぞれの開放位置と閉塞位置とを感知する制限スイ
ッチ又は光感知手段の形態をした第一及び第二の感知手段を備えることができる。
【００１３】
　本発明の別の実施の形態に従い、第一の部分と、該第一の部分に対して可動である第二
の部分とを有するケーシングを備え、該ケーシングは、第一の印刷機構を第一の部分内に
収容し、また、第二の印刷機構を第二の部分内に収容し、印刷機構の各々は、プリントヘ
ッドと、プラテンと、像受け入れ媒体の供給体を受け入れる手段とを備える、印刷装置が
提供される。
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【００１４】
　本発明の別の形態は、可動部分が内部に摺動可能に取り付けられる開口部を画成するフ
レームを有するケーシングを備え、該可動部分は、印刷機構を収容し、該印刷機構は、プ
リントヘッドと、印刷領域を画成するプラテンと、印刷領域を通過するよう配置された、
像受け入れテープを収容するカセットを受け入れる、カセット受け入れ手段とを備える、
印刷装置が提供される。
【００１５】
　本発明の更なる形態は、第一の部分であって、プリントヘッド、印刷領域内に配置され
たプラテンを備える第一の印刷機構と、印刷領域を通過するような位置にプレカットした
ラベルストックの供給体を受け入れる第一の手段とを収容する上記第一の部分と、第二の
部分であって、プリントヘッド、印刷領域内に配置されたプラテンを備える第二の印刷機
構と、印刷領域を通過するよう配置された連続的なテープ供給体を受け入れる第二の手段
とを収容する上記第二の部分とを備えるケーシングを備える印刷装置が提供される。
【００１６】
　すなわち、本発明は、ダイカットラベル又は連続的なテープに印刷することのできる印
刷装置を提供するものである。第一の及び（又は）第二の受け入れ手段は、連続的なテー
プ又はダイカットしたテープを保持するカセットを受け入れるカセット受け入れ手段を備
えることができる。これと代替的に、第一及び第二の受け入れ手段の一方は、プレカット
したラベルストックの供給体を保持するホルダを備えることができる一方、他方の手段は
、カセット受け入れ手段を備えている。
【００１７】
　本発明の更なる形態は、第一の部分であって、プリントヘッド、印刷領域内に配置され
たプラテンを備える第一の印刷機構と、印刷領域を通過するような位置に第一の幅の像受
け入れ媒体の供給体を受け入れる第一の手段とを収容する上記第一の部分と、第二の部分
であって、プリントヘッド、印刷領域内に配置されたプラテンを備える第二の印刷機構と
、印刷領域を通過するような位置に第二の幅の像受け入れ媒体の供給体を受け入れる第二
の手段とを収容する上記第二の部分とを備え、第一及び第二の幅が異なるようにされた、
ケーシングを備える印刷装置が提供される。
【００１８】
　かかるプリンタにおいて、１つの印刷機構は、相対的に低い印刷高さ（例えば、２５ｍ
ｍ以下）が必要とされる場合、ラベルを印刷し得るよう配置され、他方の印刷機構は、相
対的に高い印刷高さが必要とされる場合のラベルに対するものである。第一及び第二の受
け入れ手段の各々は、第一及び第二の異なる幅のテープをそれぞれ収容するカセットを受
け入れるカセット受け入れ手段を備えることができる。像受け入れ媒体は、連続的なテー
プとし又はダイカットしたものでもよい。
【００１９】
　本発明を一層良く理解し且つ、本発明を実施する方法を示すため、次に、単に一例とし
て添付図面に関して説明する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　図１には、本発明の１つの実施の形態に従ったハイブリッドプリンタが示されている。
該ハイブリッドプリンタ１は、下方部分３と、上方部分５とを備えている。該上方部分は
、以下に説明する第一の印刷機構を収容している。該下方部分は、プリンタ１の固定部分
を構成し得るよう上方部分を支持する固定フレーム８を有している。下方部分は、本明細
書にてテープ印刷機構と称し且つ、以下により詳細に説明する第二の印刷機構を収容する
トレー４の形態をした可動部分も有している。該トレー４は、テープ９の出口スロット７
を有している。該テープ９は、接着剤を介して除去可能な補強層に固定された像受け入れ
層を備えており、また、当該技術にて周知である。該テープは、像受け入れ層が連続的で
あり、また、ラベルにプレカットされないため、いわゆる連続テープである。
【００２１】



(5) JP 4624903 B2 2011.2.2

10

20

30

40

50

　トレー４は、作動ボタン６を有している。作動ボタンを押すと、モータ２７が作動され
トレー４を閉塞位置から開放位置に矢印Ｂの方向に前方に摺動させ、テープ９を保持する
カセットを挿入することを許容する。同一のボタンを作動させると、トレーはその当初の
閉塞位置に反転する。フレーム８は、トレー４がその内部にて摺動する開口部２９を有し
ている。
【００２２】
　ケーシング５の上方部分は、矢印Ａの方向に開放して第一の印刷領域にアクセスするこ
とを許容することのできる蓋１１を備えている。ケーシング５の上方部分の前面部分１３
は、ダイカットしたラベルストック１７のスロット１５を有している。ダイカットしたラ
ベルストックは、当該技術にて周知の要領にて接着剤によりキャリア１９ａに除去可能に
取り付けられた一連のラベル１９を備えている。補強キャリア１９ａは、図１に示したラ
ベル１９と同様に、複数のラベルを支持するウェブとして作用する。
【００２３】
　図２には、引出し４が開放位置にあり、蓋５も開放位置にある、印刷装置が示されてい
る。この図の上方部分には、ダイカットしたラベルに対する第一の印刷機構と、テープ印
刷機構であるトレー内の第二の印刷機構とが示されている。
【００２４】
　図２により明確に示すように、ラベルプリンタの上方部分５は、ラベルストック１７の
ロールを受け入れる。ラベルストック１７のロールは、蓋１１内にてホルダ１８上に取り
付けられている。印刷機構は、プラテン（図２に図示せず）と、プリントヘッド１１０（
図３）とを有している。別の特徴は、参照番号２５で示すように、ラベル装填領域の前方
の輪郭外形を平坦にすることにより、ラベル装填領域の視覚性が最大となる点である。こ
のことは、ラベルストックのロールを装填し且つ、除去することをより容易にする。直流
モータ１０９（図３）は、プラテンを駆動し、プラテンが時計回り方向に又は反時計回り
方向に回転するようにする。プラテン１１８が回転すると、ラベルストック１７は、プラ
テンが反時計回り方向に回転するならば、前方に前進し、又は、プラテンが時計回り方向
に回転するならば、逆方向に前進する。該プラテンは、逆送り込みボタン２３の制御の下
、ラベルストックを反転させるよう回転することができる。
【００２５】
　既存のプリンタにおける問題点は、ラベルのスプールを除去することが容易でない点で
ある。ユーザは、手動の解放レバーにてラベルを解放し、これと同時に、ラベルのスプー
ルを手で巻き戻さなければならない。逆方向送り込みボタン２３は、モータ１０９を制御
することによりラベルのスプールを所定の時間、逆方向に送り込むことにより、この問題
点を解決するラベル停止突き出しボタンとして作用する。逆方向送り込み（ラベル停止突
き出し）ボタン２３を押すだけで、ラベルスプールの送り込みは逆となり、ラベルスプー
ルを、プリンタから取り外す用意が整う。
【００２６】
　プリントヘッド１１０は、ラベルストック１７のラベル１９に情報を印刷する。プリン
トヘッド１１０は、情報がプラテン及びプリントヘッド１１０の挟み点にて印刷されるよ
うに配置される。プリントヘッドは、印刷幅５７ｍｍであり、合計６７２の加熱要素又は
ドットを有する３００ｄｐｉプリントヘッドである。
【００２７】
　プリンタの下方部分にて、トレー４は、第二の印刷機構に対するカセット４４を受け入
れるカセット受け入れベイ４０を提供する。
　カセットベイ４０は、協働して印刷領域を画成する熱プリントヘッド１６と、プラテン
１１８とを有している。熱プリントヘッド１６は、９６ドットを有し且つ、１３、５ｍｍ
の高さである。該プリントヘッドは、１８ｍｍにて１２８のドットを有するものとしても
よい。プリントヘッドは、１８０ｄｐｉの印刷密度を有する。
【００２８】
　プリントヘッド１６は、回動点の周りにて回動し、該プリントヘッドは、印刷すべくプ
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ラテン１８と接触し且つ、カセットを除去し、交換することを可能にし得るようプラテン
１８から離れる方向に動かすことができる。カセット４４は、像受け入れテープ９の供給
スプールを保持する。像受け入れテープ９は、案内機構（図示せず）によりカセット４４
を通じて案内され、印刷領域を経て出口を通ってカセット４４から裁断位置Ｃまで案内さ
れる。該カセット４４は、インクリボン供給スプールと、インクリボン巻き取りスプール
とも有している。インクリボンは、インクリボン供給スプールから印刷領域を経て案内さ
れ且つ、インクリボン巻き取りスプールに巻き取られる。像受け入れテープ９は、印刷領
域を通ってインクリボンと重なり合った状態にて通過し、その像受け入れ層はインクリボ
ンと接触している。プラテンは、ステッパモータ７（図３）により駆動される。該モータ
は、印刷する間、回転して像受け入れテープを連続的に印刷領域３を通じて駆動する。
【００２９】
　印刷領域から印刷領域に近いカセット４４の壁部分内の位置にて提供される裁断位置Ｃ
まで送り出されたテープに像が印刷される。スロット５４は、壁部分に画成され、像受け
入れテープ９は印刷領域を経て裁断位置Ｃに送り込まれ、該裁断位置Ｃにおいて、像受け
入れテープは、対向する壁部分によりスロット５４の一側部に支持される。
【００３０】
　裁断機構５６は、ブレードを保持するカッタ支持部材５８を有している。ブレードは像
受け入れテープ９を裁断し、その後、スロット５４に入る。
　像受け入れテープが感熱性材料で出来ている特定の実施の形態にてインクリボンを廃止
することが可能である。この場合、像は、熱プリントヘッドにより感熱性像受け入れテー
プに直接、印刷される。
【００３１】
　図面に図示しないが、カセットベイは、カセットの下面のスロットと協働するスライド
スイッチを有している。該スイッチが第一の位置にあるとき、相応する位置にあるスロッ
トを有するカセットは、カセットベイ内に挿入することができるが、異なる位置にあるス
ロットを有するカセットは、挿入することができない。このことは、所定の幅のテープを
収容するカセットのみがカセットベイ内に挿入可能であることをユーザが保証することを
許容する。
【００３２】
　図３には、印刷装置を制御する基本回路が示されている。この回路は、ケーシングの下
方部分にてＰＣＢに具体化されており、このため、図１及び図２にて見ることはできない
。マイクロプロッセッサチップ２００は、読み取り専用メモリＲＯＭ２０２、ランダムア
クセスメモリＲＡＭ２０４及びマイクロプロセッサ２０１を提供する。更に、マイクロプ
ロセッサチップ２００は、以下に更に具体的に説明した各種の周辺装置に接続する複数の
ポート２０８を有している。マイクロプロセッサチップ２００は、印刷装置を双方向リン
ク２１を介してホストコンピュータに接続するＵＳＢチップ２０６から送られる印刷デー
タを受け取り得るように接続される。チップ２００は、状況情報のような出力情報をＵＳ
Ｂチップ２０６を介してホストコンピュータに出力することもできる。マイクロプロセッ
サチップ２００は、別個のポートからプリントヘッド１６、１１０の双方も制御する。ホ
ストコンピュータから印刷データを受け取ったとき、どのプリントヘッドを印刷装置内で
駆動すべきかがローカルプロセッサにより確認され、これに応じて印刷データはそのプリ
ントヘッドに供給される。
【００３３】
　第一の印刷機構のプリントヘッド１１０は、ラベルストックが印刷機構を経て前進する
とき、加熱要素又はドットを駆動する印刷データを受け取り、段毎に１つの段にてラベル
１９に情報を印刷する。
【００３４】
　チップ２００はまた、プラテンをそれぞれ駆動するステッパモータ１０７、１０９を制
御し、該プラテンは、ラベルストック１７のロール及びテープ９をそれぞれの印刷機構内
にて送り込む。ステッパモータに対する信号は、共通のポートから提供され、該ポートの
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多数のピンを共通に使用され、１つの別個のピンに信号が供給され、各ステッパモータを
作動可能にする。ステッパモータは同時に作動させることはできないことが理解されよう
。マイクロプロセッサ２０２は、裁断機構５８も制御する。
【００３５】
　第一の印刷機構が小さいラベル（例えば、２５ｍｍの印刷高さにて印刷されたラベル）
を印刷するため使用され、第二の印刷機構は、大きいラベル（例えば、２５ｍｍ以上の印
刷高さを有するラベル）を印刷するため使用される場合、上述した実施の形態は、特に有
用である。
【００３６】
　図４には、印刷装置の固定部分がトレー４の形態をした可動部分を支持する、本発明の
異なる実施の形態が示されている。図２と同様の部品を表示するため同様の参照番号が使
用され、図４の全ての形態は同一であるが、相違点は、ケーシングの上側部分に内蔵され
た追加的な印刷機構が存在しない点である。このことは、小型のテーププリンタを提供す
ることになる。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】外部から見た印刷装置の概略図である。
【図２】開放状態にある印刷装置の概略斜視図である。
【図３】印刷装置を制御する回路の概略ブロック図である。
【図４】本発明の別の実施の形態に従った印刷装置の概略図である。
【符号の説明】
【００３８】
１　　ハイブリッドプリンタ
３　　下方部分
４　　トレー／引出し
５　　上方部分／ケーシング／蓋
６　　作動ボタン
７　　出口スロット／ステッパモータ
８　　固定フレーム
９　　テープ／像受け入れテープ
１１　　蓋
１３　　ケーシング５の上方部分の前面部分
１５　　スロット
１６　　熱プリントヘッド
１７　　ダイカットしたラベルストック
１８　　ホルダ／プラテン
１９　　ラベル
１９ａ　　キャリア
２１　　双方向リンク
２３　　逆方向送り込みボタン
２５　　ラベル装填領域の前方の輪郭外形
２７　　モータ
２９　　開口部
４０　　カセット受け入れベイ
４４　　カセット
５４　　スロット
５６　　裁断機構
５８　　カッタ支持部材／裁断機構
１０７　　ステッパモータ
１０９　　直流モータ／ステッパモータ
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１１０　　プリントヘッド
１１８　　プラテン
２００　　マイクロプロセッサチップ
２０１　　マイクロプロセッサ
２０２　　読み取り専用メモリＲＯＭ／マイクロプロセッサ
２０４　　ランダムアクセスメモリＲＡＭ
２０６　　ＵＳＢチップ
２０８　　複数のポート
Ｃ　　裁断位置

【図１】 【図２】
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【図４】
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【図３】
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